
1 l  P G F ,か (黄 体退行剤 )に よ
`る
黒毛和種の発情の同期化について

(畜 試 タト山分場 )

(1 )背 景 とね らい

内用牛の多頭化飼養が進むなかで発情の同期化は繁殖牛の管理や、種付時期を計画的にそ

ろえることによる人工授精業務の省力化じまたその後における分擁及び分晩後の子牛育成等、

管理しやすくなるものと思われることから発情同期化に対するPCP)の の効果について岩キ

手大学の協力をえて検討し、 2～ 3の知見を得たので参考に資する。

( 2 ) 技 術の内容                       :   |

1) 1回 注射法 (黄体期の応用 )

直腸検査により黄体確認した 14頭 にPCLよ を1回応用した結果 13頭 に発情発現

it   が 見られん 929"の 高い同期化が得られた。

キ    受 胎頭数÷実施頭数は、 511"で 必ずしも思わしぃ成績ではないが、発情徴候を示

十   し 同期化が行われたと思われるものの受胎率は 6■ 5"で あった。

2) 2回 注射法 (黄体期、卵胞期を問わず応用)

分娩後日令 42日 以上経過した牛の中から無作為に20頭 供試しP C F2ぶを2回応用

した結果 15頭 に発情発現が見られ 75"の 同期化が得られ、 PGF翔 置牛に対する

受胎率は 7a3毎 とよい成績が得られた。

なお無作為に供試した 20頭 を子付牛及び子無牛 (経産牛 )別にみると、少数例なが

ら性月期のほぼ正常と思われた子無牛の発情同期化率が優れている。

( 3 ) 指 導 上 の留意 点
・‐ t

l)PCLは 処置後における発情の回帰は、 48時 間～96時 間の間に主に見られる力ヽ

処置後の発情徴候の把握に注意を要する。

2)分 販後の子宮の回復が順調におこなわれず正常な性同期が営なまれないものえのPC

F2ぶの効果は低いように思われる。

3)薬 品名  ICI - 80996

( 4 )関 連試験 課題

日本短角種の費質改善ならびに生産性向上技術の確立

― 索 殖方式と子牛の育成技術 ―
t
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( 5 ) 参 考 資 料
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( 6 ) 主 要 成 果 の具体的数字

表-l PGFよ による発i背1司劇化

P G 処

理 月日

Ｉ

　

日

Ａ
　
月

④発備同十稿

6 5 ～

d 6

(米 54年 の分 日 令は 14頭 の平均 )

1 5

2回 処理

(5 4 F々 )

氏3 1 ～

6 1 1

6 1 4 ～

6 1 5

7 & 3

備考 : l14‐3期化の判定基準

① 黄 体退行し排卵が確認されたもの

② 授 精後再発情が見られず妊張確認したもの

表-2 子 付牛及び子無牛別のlF31劇化

受 胎  率

②/② l② /④

5711 61.5"

棟R!
の供 試

顕 放

④発情同

期化頭数

発ittl14J

期比率

②受 胎

頭 放

受 胎 率

②/② ②/④

子 付  牛 1 4 頭 9 頭 6 1 . 5 % 6 頭 429拷 667%

ヨ砕  賀終  1と 10は 0 5 833 3&3

――‐208-




